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活動実績 

研究テーマ        算数・数学科における「使える」学力の育成 

            ～小中合同の授業研究とパフォーマンス評価～ 

研究の概要 

【研究内容】 
９月３０日 本研究についての講義 

・実施場所と人数：小野市立河合中学校 ５人 
１０月 ３日 授業研究 

   ・研究授業：小学４年算数「面積」 
・実施場所：小野市立河合小学校（５人） 

１１月１１日 授業研究 
   ・研究授業：中学３年数学「図形と相似」 

・実施場所：小野市立河合中学校（５人） 
１月２７日 授業研究 

   ・研究授業：小学６年生国語「海の命」 
・実施場所：小野市立河合中学校（５人） 

【成果と課題】 
 ９月の講義で、つぎの学習指導要領が求めている「資質・能力」を育てる上でパフォー

マンス評価がいかに効果的であるかを理解することができた。また、それを算数・数学科

で育成していくために育むべき数学的な考え方についても学ぶことができた。 

 その後の３回の授業研究は、いずれもパフォーマンス評価にもとづいた単元設計を行い、

パフォーマンス課題を解決するうえで重要となる授業について協議した。「使える」レベ

ルの学力を求めることが、他律的な学習から自律的な学習へと変換できる可能性を感じる

ことができた。 

 本研究では、小中教師が合同で授業研究を行うことによって、小中学校の文化の違いを

理解し、指導の連続性について協議することができた。小中一貫教育を進めるうえで、枠

組みだけでなく指導方法や内容にまで踏み込めたことは、非常に大きな成果だと考える。 


